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ただし， Tij は i 国と j 国の間の貿易額，Yi と 













































（1-2）　　Iij≡ XijXi・ / X・jX・・
ただし Xij は i 国から j 国への輸出， Xi・≡Σ j Xi j
（i 国からの総輸出）， X・j≡Σ i Xi j（ j 国向けの総輸出），






















入結合度）がある。上記（1-2）式は i 国から j
国への輸出結合度である。一方，j 国の i 国か
らの輸入結合度は，以下のように定義される。
（1-3）　　 I Mji≡ MjiMj・ / M・iM・・
ただし Mji は j 国の i 国からの輸入，Mj・≡
Σ i Mji（ j 国の総輸入）， M・i≡Σ j Xj i（i 国からの総
輸入）， M・・≡Σ jΣ i Xj i（全世界の総輸入）である。
右辺分母は，全世界の総輸入に占める i 国か
らの輸入シェアを，右辺分子は，j 国の総輸入
























もし，i 国と j 国の貿易関係に特別な強弱がな















体ではなく i 国にとっての「その他世界（Rest 
of the World: ROW）」すなわち（X・・−X・i）に占め
る j 国市場のシェアに基づかねばならない。同
様に，j 国の i 国からの輸入結合度の基準とな




（1-4）　　Îij≡ XijXi・ / X・jX・・−X・i



























































Ａ国 10 20 30
Ｂ国 30 40 70
Ｃ国 50 60 110



















Ａ国 10 9 19
Ｂ国 27 20 47
Ｃ国 42 37 79









Ａ国 10 9 19
Ｂ国 27 20 47
Ｃ国 42 37 79









































　R≡Iij / Îij＝（（ XijXi・ / X・jX・・）/（ XijXi・ / X・jX・・−X・i ））




























Ａ国 16 14 30
Ｂ国 40 30 70
Ｃ国 59 51 110









Ａ国 15 18 33
Ｂ国 31 42 73
Ｃ国 49 55 104




















































Ａ地域 30 10 20 60
Ｂ地域 30 50 40 120
Ｃ地域 50 60 70 180










Ａ地域 18 20 22 60
Ｂ地域 37 40 43 120
Ｃ地域 55 60 65 180










Ａ地域 18 20 22 60
Ｂ地域 37 40 43 120
Ｃ地域 55 60 65 180











　　Iij＝ XijXi・ / X・jX・・  for i＝｛k│Xkk≠0｝




　　I Mji＝ MjiMj・ / M・iM・・  for j＝｛k│Mkk≠0｝













Ａ地域 26 29 31 86
Ｂ地域 55 60 65 180
Ｃ地域 86 94 102 282









Ａ国 11 20 30
Ｂ国 27 43 70
Ｃ地域 51 45 84 180










Ａ地域 22 30 43 95
Ｂ地域 44 60 87 191
Ｃ地域 66 90 130 286







Ａ国 10 14 24
Ｂ国 22 33 55
Ｃ地域 58 60 84 201







Ａ国 10 20 30
Ｂ国 30 40 70
Ｃ地域 50 60 70 180



































































































































































順位 相手国 標準輸入結合度 修正輸入結合度
1 中国 1.90 1.50
2 オーストラリア 1.88 1.48
3 インドネシア 1.71 1.35
4 ベトナム 1.66 1.31
5 タイ 1.08 0.85
6 カンボジア 1.05 0.83
7 ニュージーランド 0.96 0.76
8 フィリピン 0.96 0.75
9 マレーシア 0.84 0.67
10 韓国 0.74 0.58
11 インド 0.48 0.38









































貿 易 結 合 度 と 顕 示 比 較 優 位 指 数（Revealed 
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